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静岡 県 と その 周辺 に お ける ウス ババ シロチョウ 分 布 


1 ) 


高 橋 真 弓 


The distribution of Parnassius glacialis BurrEs in Shizuoka Pref. and its Vicinity 


By MAyuwr TAKAHASHI 


静岡 県 と その 付近 の ウス バシ ロ チ ョ ウ Parnassius glacialis の 分 布 に つい て は , 1954 年 に 駿河 の 昆虫 (6 ) で 
NE その と き , 分 地域 は だ いた い 天 了 由 上 の 赤 過 巡 の 地方 に ひろ が っ て お り 。 宇 
火山 や 伊豆 半島 に よ は ほとん ど み られ な いも の で ある と と を 指摘 し た 。 その 後 , 1964 年 , 日 本 昆虫 学会 東海 支部 例会 
(本 で RN な の 人 を 伯 > その 共 し いつ て b。 
会 々 報 (12) に 発表 され た が , と の 雑誌 は 発行 部 数 も すく な く , 研究 者 ・ 同 好 者 の 目 に ふれ る 機会 ああ ま りな い の 
で , その 内 容 の 一 部 に 改訂 を 加え , と と 発表 し よう と 思う 。 分 布 の 成立 に つい て は , まだ 本 格 的 に 論議 する 段階 
で は な い が , あえ て いく つか の 仮説 を 示し , 読者 の ご 批判 を 期待 する し だ いで ある 。 日 と 「 ろ お 世話 に な っ て いる 本 
会 々 員 お よび 静岡 昆虫 同好 会 々 員 の か た が た に は あつ く お 礼 を 申し あげ る 。 
I. 分 布 の 範囲 
EN 

. 各地 の 分 布 

0 だ いた い 天 子 山脈 以西 の 山間 部 に 分 布 し , 伊豆 半島 , 富士 箱根 地方 の 大 部 分 , 駿河 湾 沿 岸 な ど に 
は 分 布 し て いな いも の と み ら れ る 。 近接 地方 で は , 富士 火山 東北 方 の 桂川 水系 , 赤石 山脈 の 山梨 お よび 長野 県 側 の 
山間 部 , 愛知 県 三河 地方 な ど に 分 布 し て いる 。 つぎ 各地 の 分 布 に つい て の べ る 。 

(a ) 富士 山林 ・ 
富士 西北 麓 の 竜 ケ 岳 ・ 雨 ケ 岳 ・ 毛無 山 な どの 天子 山脈 に 接し た 地域 に み ら れ , 本 林 高 原 ・ 根 原 ・ 玄 な どの 山 ぞ い 
の 地域 に 点々 と 本 息 場所 が 形成 され て いる 。 これ ら の 地域 で は , 富士 火山 の 噴出 物 の 上 と いう より は , むし ろ 天 子 
山脈 の 運搬 物 の 上 に 棲息 場所 を 形成 し て いる と いえ る 。 た と えば , 天子 山脈 毛無 山々 藤 の 藤 部 落 付近 で は , 毛無 山 
か ら の 沢 に よっ て 形成 され た 扇状 地 の 上 に 棲息 し て いる 。 富士 宮 市 猪 ノ 頭 の 県 営 佐 鐘 場 の よう な , 天子 山脈 か ら や 
や は な れ た と と ろ で も 採集 され た と と が ある が , これ は 例外 的 な 場合 で ある 。 富士 火山 の 大 部 分 の 地域 か ら は 未 記 
録 で ある が , と れ ら の 地域 か ら の 発見 の 見 込 は ほとん ど な い も の と み ら れ る 。 

( ) 富士 川 流 地 39) 67) 39) 39) 
富士 川 の 東側 で で は , 衣 流 稲子 川 流域 の 寺 平 ・ 北 ケ 谷戸 ・ 西 ケ 谷戸 。 佐野 有川 の 柿 元 。 塩 ノ 沢 奥 の 椿 草 里 。 下部 川 の 
湯 ノ 奥 。 栃 代 川 の 栃 代 な ど に 分 布 し , 寺 平 が その 南限 と な っ て いる 。 栃 代 川 以西 の 常葉 川 や 北方 の 芦川 の 流域 は , 
調査 の 結果 , 分 布 し て いる 可能 性 は な いよ う で ある 。 
西側 で 『 は 。 戸 栗 川 の 白人 大 城 川 の 大 城 ・ 吉谷 城 雨 畑 川 の 鳥屋 ・ 馬 場 ・ ・ 典 沢 ・ 雨 畑 ・ ・ 細 野 ・ 稲 又 谷 エト ロッ コ 
軌道 終点 ・ 長畑 , 内 河内 の 広 河原 ・ 保利 所 小 必 。 早川 渦 い の 下 湯島 お よび 仙 才 沢 な どの 富川 支流 の 谷 浴 い の 地域 
や , 樽 形 山 の 高地 お よび その 山麓 の 南平 な どか ら 発見 され て いる 。 福士 川 や 大 柳川 な どの 調査 で は , と れ ら の 川 の 
流域 に 分 布 し て いる よう す は みえ な か っ た 。 
甲府 盆地 以 南 の 富士 川 流域 で は , 本 流 人 に 沿う 地域 お よび 支流 の 本 流 に 近い と と ろ に は 一 般 に み ら れ ず , 分 布 は 支 


1 ) 静岡 市 安東 本 町 32 
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流 を か な りさ か の ぼっ た と と ろ に 限ら れる 傾向 が ある 。 と れ は 安倍 川 や 大 井川 に お ける 分 布 状 態 と こと な っ た 点 で 
ある 。 
(c ) 安倍 川 流 城 生計 
安倍 川本 流 に 沿う 地域 で は , 静岡 市 北部 の 竜 爪 山 薬師 岳 に < は しまり, 僕 話 。 第 一 貞山 地蔵 貴 下 の 有 東 木 。 
十 枚 山下 の 中 ノ 有 自 。 さらに 上 流 の 梅島 湯 景 。 大 谷川 分 野点 の 新 田 大 谷川 支流 の 大 島 決 など から 知 られ て いる 。 
支流 中 河内 川 の 水系 で は , 玉 玉川 和仁 届 か ら あら わ 和 れ 。 上 助 か ら 坂本 か け て の 中 洒 内 用 本流 々 と 。 ~ 上 助 か ら 横 
沢 に か け て の 西河 内 川 流域 に 分 布 す る 。 支流 の 薬科 川沿 いで は , 静岡 市 市 本 に は じ ま り 。 浦村 尽 居 湾 ・ ・ 下 相 侯 ・ 
上 相 俣 ・ 久 能 尾 ・ 和 田 ・ 中 村 ・ 坂 野 ・ 赤 沢 ・ 寺 島 ・ 折 示 。 大 川村 坂 ノ 上 ・ 栃 沢 ・ 日 向 な どの 各地 の 茶園 に 広く 分 布 
する 。 足 久保 川 や 大 原川 に は 棲息 し な いも の と 考え られ る 。 
一 般 に 川沿 い の 地 域 に み ら れ る が , 令 峰 の よう な 山腹 の 高原 状 の 地形 を な す と と ろ に も 棲息 し , 薬師 岳 や 第 一 真 
富士 山 な どの 頂上 か ら も 発見 され て いる 。 
(d ) 瀬戸 川 流域 
最上 流 部 の 藤枝 市 蔵田 人 多 産 する と と が 知ら れ て いる が 。 と れ より 下流 区 は 棲息 し て いな い 。 支流 の 朝比奈 川 流 
域 に も 分 布 し て いな いも の と み ら れ る 。 
(e ) 大 井川 流域 
まず 大 井川 中 流 に つい て の べ る 。 東側 で 『 は , まず 壇 流 伊久美 川 の 合流 点 じ 近い 川口 部 洛 か ら あ ら わ れ , と の 川 を 、 
きか の ぼっ て 。 長島 ・ 中 平 C か け て 分 布 する 。 笹間 川 で は , 大 大 久保 な どか ら 知ら れる 。 本 流 治 きい では, 塩 郷 
・ 下 泉 ・ 小長井 な どか ら 発見 され て いる 。 大 井川 西側 で で は 。 本 流 沿い , 家 山 ・ ・ 上 長尾 ・ 千 頭 か ら 発 見 され て お 
り , 様 原川 か ら は 未 記録 で も る が , 発見 の 可能 性 が ある 。 
圭 頭 以 北 で は , 井川 線 軌 道 沿線 の 策 野 山 ・ 沢 間 ・ 和 水 に あら われ 。 示 涯 7! 光 才 で は 大間 な どか ら 知 られ て 
いる 。 "本 流 の 井川 ダム 付近 で は , 井川 ・ 中 山 ・ ・ 大 島 ・ 田 代 ・ 岩 崎 ・ 上 坂本 な ど に 広く 分 布 す る 。 さら に 上 流 で は , 


e ウス バ パシ ロ チ ョ ウ 記 録 地 
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第 1 図 静岡 県 と その 周辺 の ウス バシ ロ チ ョ ウ の 分 布 
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中 ノ 宿 や 藤島 沢 付近 に 多 産 し , 北限 は 今 の と と ろ 赤 石沢 の 鉄砲 小屋 付近 で ある 。 大 井川 上 流 の 西 俣 や 東俣 で は , 6 
月 上 一 中 旬 の 調査 が 期待 され る 。 


(f) 天竜 川 流 地 
光明 川 流域 は 古く か ら 産 地 と し て 知ら れ て お り , 只 来 付近 に は 普通 で ある 。 秋葉 山 付近 か ら も 知ら れ て いる が 。 
くわ し い 分布 状 況 は 不明 で ある 。 水窪 川 の 水系 で 3 KRDO ec BEDTO SRN 
個体 数 も か な り 多 いと いわ れる 。 天 竜川 の 西側 で は 。 天竜 市 態 お よび 佐久 間 町 吉沢 か ら 知ら れ て いる 。 

I RN RE 
と れ か ら の くわ し い 調 査 報 告 が 期待 され る 。 

2 。 未 発見 地域 の 検 計 


(a) 伊豆 半島 
gt956 年 5 月 エ 旬 。 狩野 川 お よび 河津 川上 流 の お も な 肖 谷 を 調査 し た が , と の 上 蝶 が 分 布 す る よう す は み ら れ な か っ 
た 。 伊豆 半島 に 関す る 文献 こも と の 蝶 に 関す る 記録 は まっ た く な く , と と に は 棲息 し な いも の と 考え られ る 。 

(b ) 富士 ・ 箱 根 ・ 愛 鷹 火 山 

富士 火山 の 大 部 分 の 地域 か ら は ウス バシ ロ チ ョ ウッ は 発見 され て お ら ず , 環境 条 件 か ら 考 えて 分 布 する 可能 性 は は あ 

OO 箱根 火山 に つい て は , 戦前 に 採集 され た と いう 報告 が ある が 。 その 真 信 は うた が わし 
。 本 格 的 な 再 調査 が 必要 で ある 。 

I 
に 須 津 川 と 大 沢 の くわ し い 調 査 が 必要 で ある 。 
(c) 興津 川 流域 

1956 年 に 河内 か ら 出 羽 を へ て 徳間 味 に か け て 調査 し た が , 晴天 に 恵まれ た に も か か わら ず , ウス パシ ロ チ ョ ウ を 
発見 する こと が で き な か っ た 。 し か し , 竜 爪 山 楽 師 岳 の 興津 川 に 面 し た 和 斜面 と は か な り 多 産 し , また 第 一 真 富士 山 
頂上 で 採集 され た 記録 も ある の で , とこ と に 西側 の 沢 す じ か ら は 発見 され る 可能 性 が ある 。 

(d ) 太田 川 流域 

太田 川上 流 で は 再三 の 調査 が お とこ な われ て いる が , ウス バシ ロ チ ョ ウ は 発見 され て いな い 。 お そら く 分 布 し な い 
も の と 思わ れる 

B. 王 直 分 布 

垂直 分 布 を 全般 的 に みる と , 標高 100m 以 下 の 低地 か ら 2000m (に 達する 高地 に まで ひろ が っ て お り , その お も な 
棲息 場所 は , だ いた い 100m か ら 1100m あたり の 範囲 に 含ま れ て いる 。 と の 範囲 の 中 で は , 適当 な 生活 条件 に 恵 ま 
れれ ば 多 産 する が , 一 般 に 標高 を 増す に し た が っ て 分 布 が 局 限 さ れる 傾向 が ある 。 と れ は , お も た 地形 の 制約 に よ 
る も の で あろ う 。 

つぎ た, 各々 の 垂直 分 布 範 胃 に つい て みて いく と と に する 。 

[標高 0 100m]〕 

竜川 水系 の 光明 川 の 具 来 ご 80m が あり , と れ が 標高 100m 以 下 の 唯一 の 産地 と な っ て お り , ほか に は まっ た 
く 知 られ て いな い 。 ウ スバ シロ チョ ウ の 分 布 する 河川 で も , 標高 100m 以下 の 地域 は 谷 が 開け すぎ て , 気候 条件 に 
恵まれ な い の で あろ う 。 

[標高 100 一 600m] 

と の 範 材 に は 広く 分 布 し , 多 産地 も 多い 。 富士川 水系 で は , 稲 子 川 の 西 ケ 谷戸 ご 180m>, 佐野 川 の 柿 元 ご 300m, 
塩 ノ 沢 奥 の 椿 草 里 ご 440m>, 下部 川 の 湯 ノ 奥 ご 500m>, 大 城 川 の 古谷 城 <500m>, 雨 畑 川 の 雨 畑 <500m> な 
ど , 安倍 川 水系 で は , 薬科 川 の 久能 尾 <180m>, 中 河内 川 の 奥 池 ケ 谷 <300m>, 西河 内 川 の 腰越 300m>, 竜 
爪 山 西北 の 依 峰 て 460mー な ど , 瀬戸 川 水系 で は 蔵田 <400m>, 大 井川 水系 で は , NT 井川 ダ 
ム 周 辺 <650m>, 支流 伊久美 川 の 長島 <140m>, 寸 叉 川 の 大 間 <550m>, 天竜 川 水系 で は , 水窪 本 町 <300m> 

















NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


ー 22 一 典 と 則 TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 17, No.1 & 2 1967 





な ど が , その お も な 棲息 場所 が ある 。 
〔 標 高 600 ご 1100m 〕 





富士 火山 の 天子 山脈 沿い で は , 本 栖 高 原 ご 960m>・ 根 原 - ご 960m 一 ・ 栗 900m> な ど に 棲息 する 。 富士 川 水系 
で は , 栃 代 川 の 栃 代 <640m>, 橋 形 山東 側 の 南平 <900mー, 内 河内 の 広 河原 < ご 850m>, 安倍 川 水系 で は , 上 流 
の 新 田 ぐ 780m>・ 梅 ケ 島 温泉 900m>, 大 谷川 に そそ ぐ 大 島 沢 ご 1000 一 1150mー な どか ら 知 られ て いる 。 大 井川 
水系 で は , 上 流 の 中 ノ 宿 <1020m>・ 藤 島 沢 付 近 <1030m>, 赤石 沢 の 鉄砲 小屋 付近 <1100m> な どか ら 発 見 さ 
れ て お り , 中 ノ 宿 や 藤 鳥沢 付近 に は 多 産 する 。 な お , 静岡 市 北部 の 竜 爪 山 薬師 岳 頂 上 ご 1050mー か ら も 採集 され て 
いる が , と これ は 周囲 の 棲息 場所 か ら 上 っ て いっ た も の で あろ る う 。 と の 範囲 の 分 布 は , 標高 600m 以下 の 地域 に くら 
べ て 局 限 され る 傾向 が ある 。 


[標高 1100m 以 上 〕 


分 布 は きわ め て 局部 的 で , わずか に 富士 川中 流 の 欄 形 山 の 尾 根 <1900~2000m>, 安倍 川中 流 の 第 一 真 富士 山頂 
上 ご 1345mー な どか ら 知 られ て いる 。 構 形 山 で は 7 月 どろ ミヤ マシ ロ チ ョ ツウ と 混 飛 す る と いわ れ , と くく 区 韻 頭 付近 
1900m>, 樹 形 牧場 付近 <1800m を くわ し く 調 査 する 必要 が ある 。 第 一 真 富士 山 の も の は , 付近 の 谷 か ら 上 っ 
て いっ た も の で あろ う 。 


[. 生活 条件 と 分 布 

A. 気候 と 分 布 

と の 蝶 の 垂直 分 布 か ら み る と , 年 平均 気温 が だ いた い 14"C か ら 6"C ぐら い の 秀 囲 に 分 布 し て いる と いえ る 。 剛 
河 湾 や 遠州 灘 沿岸 の 低地 帯 に は , 食餌 植物 が か な り 豊富 に ある に も か か わら ず 分 布 し な い の は , お そら く 夏 の 高温 
が 卵 の 越 夏 を さま た げ る か ら で は な い だ ろ うか 。 

さら に と ま か く みて いく と , 地形 も と の 蝶 の 分 布 と 深い 関係 を も っ て いる 。 と れ は ,。 地形 その も の と の 結び つき 
と いう より も , むし ろ そ の 地形 に よっ て 生ずる 特殊 な 気候 が 大 き な 意 味 を も っ て いる の で ある 。 多 く の 棲 息 場 所 
は , 両側 に 急 な 斜面 を も つ , V 字 谷 の 比較 的 開け た 日 当り の よい 場所 に つく られ る 。 と の よう な 棲息 場所 で は , 長 
の 晴れ た 夜 な ど に 気温 の 逆転 が お ことり, 冷気 が 急斜面 を すべ っ て お り て くる の で 鐘 が か か りや すく さく, 日 光 の 直射 が 
さま た げ ら れる と と が 多い 。 安倍 川上 流 や 大 井川 中 流 で は , と の よう な 場所 に 良質 の 茶 を 産 し , 谷 ぞ い の 茶園 と ウ 
スバ シロ チョ ウ の 和 群 飛 す る 場所 と よく 一 致し て いる と と は 注目 され る 。 卵 の 越 夏 に は と の よう な 気候 条件 を も つ 谷 
が 有利 な の で あろ う 。 科 尾 紀 昭 護 は ょ 。 ウス パシ ロ チ ョ ウ の 分 布 と 周 吸 の 山 の , 谷 か ら の 和 芋 下 高度 を 問題 に され た 
が , と れ は 上 に の べた よう な 特殊 な 地形 性 の 気候 が 重要 で ある こと と を 意味 し て いる 。 

垂直 分 布 の 上 限 を きめ る 外 的 条件 に つい て は , と と に 大 井川 上 流 の 詳し い 調査 が お こ な わ れる まで は 推定 が むず 
か し く , と と で は と くに ふれ な いと と に する 。 

B. 食物 と 分 布 

1 . 幼虫 の 食餌 植物 と の 関係 

幼虫 の 食餌 植物 と し て 知ら れ て いる も の は , エン ゴ サ ク 科 の ムラ サキ ケ マ ン Corydalis 72S7c の 。 ジロ ボウ エン ゴ 
サク C. gecz2z の eS5。 ヤ マエ ン ゴ サク C. inearilobg エゾ エン ゴ サ ク C. ambigua な ど で あ る 。 林 度 二郎 氏 に よれ 
ば , ムラ サキ ケ マ ン は 一 株 に つく 葉 が 豊富 で , 他 の エン ゴ サ ク 類 より も 食 草 と し て 適し て いる と め う 。 

静岡 県 で は , 静岡 市 偽 峰 で ムラ サキ ケ マ ン の 群落 の 付近 で 終 令 幼虫 が 採集 され て いる 。 他 の 場所 で は 幼虫 が 採集 
され た と と が な い が , 棲息 場所 の 付近 に は , た いて いと の 植物 が み ら れ る 。 た と えば , 富士 山麓 本 桶 高 原 の 竜 ケ 岳 
に 沿う 地帯 , 富士 川 水系 で は , 稲子 川 の 寺 平 ・ 北 ケ 谷 戸 ・ 西 ケ 谷戸 ・ 塩 ノ 沢 奥 の 椿 草 里 , 下部 川 の 湯 ノ 身 , 大 城 川 
の 古谷 城 , 安倍 川 水系 で は , 上 記 の 令 峰 以外 に , 上 流 の 梅 ケ 島 温泉 や 新 田 付近 , 中 河内 の 柿 島 , 菓 科 川 の 坂本 ・ 中 
村 ・ 坂 ノ 上 な ど , 大 井川 水系 で は 井川 ダム 周辺 な ど が その 例 で ある 。 と れ ら の 場所 で は , 主として と の 植物 を 食べ 
て いる も の と 考え られ る 。 
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ジロ ボウ エン ゴ サ ク も , 茶園 の 石垣 
中 な ど に 広く み ら れ る が , 











と の 植物 は 株 が 小さ 


の 間 や 竹 條 . の 


く 


また 一 株 に つく 葉 の 数 も すく な い の で , 多数 の 幼虫 





を 養 な うに 
鳳来 寺村 で は , 食 舞 植 物 と し て 確認 ! さ れ て いる 。 
富士 
(は キン キ エ ン ゴ サ ク (ヤマ エン ゴ サ ク の 一 2 
が み ら れ 
る も の と 推定 され る 。 
大 井川 
ムラ サキ ケ マ ン は み ら れ ず , その か わり に ミヤ 


ペーー 








と は , や や 不利 で ある 。 愛知 県 三河 地方 の 
沿い の 杜 形 山 ( 枚 形 牧場 ・ カ ルイ 沢 な ど ) 
変種 ) 
> ウス パシ ロ チ ョ ウ は と の 植物 を 食べ て い 


上 流 の 中 ノ 宿 や 藤 鳥沢 付近 の 棲息 場所 に 


マキ 


ケ マ ン C. 2777d92 が み ら れ る 。 これら の 場所 で は 


Ss 


の 


(て, 幼虫 の 食 侵 植 物 が あっ て も , ウス バシ ロ 
チョ れ て いな い 場 所 に つい て 検討 する 。 


も っ と も 有力 な 食餌 植物 と 考え られ る ムラ サキ ケ 第 2 図 静岡 市 と その 付近 お ける ウス パシ ロ チ ュ ウゥ の 分 布 





チョ ウ が 分布 し な いも の と み ら れ る 伊豆 半島 や 駿 








駿河 湾 





る ウス パシ ロ チ ョ ウ 記 録 地 

… 推定 分 布 境界 線 

@ 調査 の 結果 発見 で き な 
か っ た と ころ 

X ムラ サキ ケ マ ン 記録 地 


河 湾 沿 央 地方 に も 広く 分 布 し て いる 。 


伊豆 半島 で は , 西海 岸 の 土肥 町 ・ 賀 茂 村 ( 旧 宇 久 須 村 ), 狩野 川 水系 の 猫 越 ・ 持 越 鉱山 , 天城 国有 林 の 杉本 , 上 大 
見 の 後場 河津 川上 流 の 沼 ノ 川 な どか ら 発見 され て いる 。 





狩 
野 
有川 
ES 
駿 
で 
河 < 4 
湾 ング の 
X と ジグ 
河 
Me さ 
で 潮 


E お OD 調査 の 結果 発見 で き な 
か っ た と ころ 


X ムラ サキ ケ マ ン 記録 地 


第 3 図 伊豆 半島 に お ける 調査 


75) 
アザ ミ な ご ど が ある 。 成虫 の 吸 蜜 植物 に 対す る 選択 性 





棲息 場所 形成 の た めこ は, 





富士 地方 で は , 御殿 場 市 の 市 街 地 周辺 , 吉原 市 の 伝法 , 富 
士 宮 市 の 市 街 地 周辺 , 白糸 滝 付近 な どか ら 発 見 され て いる が , 
白糸 滝 付近 を の ぞい て は , ウス バシ ロ チ ョ ウ の 発見 され る 可 
能 性 は な い 。 
富士 川 以西 で は , 富士 川 支流 の 福士 川 や , 清水 市 の 興津 川 
上 流 に も ムラ サキ ケ マ ン は 広く 分 布 す る が , ウス パシ ロ チ ョ 
ウ は 発見 され て お ら ず , また と の 蝶 の 発見 され る 可能 性 が ま 
っ た く な いと み ら れ る 静岡 市 の 市 街 地 周辺 に も 広く 分 布 し , 
平山 ・ 麻 機 ・ 宇 津 ノ 谷 ・ ・ 履 ヶ 谷 ・ 慈 悲 ノ 尾 ・ ・ 大 岩 な ど に も 自 
生 し て いる 。 
以上 の よう な と と か ら , 幼虫 の 食物 が あっ て も , ウス バシ 
ロ チ ョ ツウ の 分 布 が , か な ら ず し も と れ に と も な っ て いる も の 
で は な いと と が わか る 。 
2 . 成虫 の 吸 蜜 植物 と の 関係 

成虫 は は , いろ いろ な 化 に 来 て 吸 箸 する が , と れ ま で に 観察 
し た も の は , コウ ゾ リ ナ (下部 川 短 R), CO 
部 川 湯 ノ 奥 ・ ・ 早 川下 湯島 ), = が イチ ゴ (大 孝 川 の 素 中 。 
ヒメ ウッ ギ (安倍 川上 流 大 鳥沢) ネギ (早川 下 湯島 ) な ど 
で ある 。 な お , と れ ら の は ほか に 文献 に よれ ば , アブ ラナ , ノ 











は , 幼虫 の 食餌 植物 に 対す る も の は ど 厳 審 な か も の で は な い が , 
適し た 吸 密 植物 の 存在 が どう し て も 必要 で ある 。 上 に あげ た 各種 は 。 コウ ゾ リ ナ を 除い 


て は , 各々 の 場所 に お いて も っ と も ゃ 重要 な 吸 蜜 植物 と みる と と が で きる 。 
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C. 分 散 

ウス バシ ロ チ ョ ウ の 棲息 場所 は , 一 般 に せま く 限 られ , と の 蝶 は 一 定 の 範囲 の 中 を 若 飛 し て いる と と が 多い 。 蝶 
道 も 不明 確 で , 他 の 場所 へ 移動 し て いく よう な と と は ほとん ど み られ な い 。 た と えば , 静岡 市 の 伝 峰 や 菓 科 川 上 流 
の 清 沢 材 び ど では, ウス バシ ロ チ ョ ウ の 「 い る 茶園] と 「 い な い 茶 園 ] と が は っ きり わか れ て いる 。 竜 爪 山 の 文 匠 
岳 や 第 一 真 富士 山 の 頂 上 で 採集 され た 記録 は , と き ( こ は 風 に 吹き 上 げ ら れ て 谷 か ら 上 っ て くる と と が ある と と を 示 
す が , と の よう な と と は めずらし く , と の 点 に 関し て は , むし ろ ギ フチ ョ ウ な ど よ り も 「 保 守 的 ]」 で ある 。 駿河 湾 
沿岸 の 市 街 地 や 耕地 で 採れ た と いう 迷 蝶 と し て の 記録 も まっ た くみ られ な い 。 し た が っ て , 蝶 自 身 の 力 に よっ て 積 
極 的 に その 分 布 を ひろ る げ て いく と いう より も , 植生 の 変化 に と も な っ て 棲息 場所 を す と し ずつ の ば し て いく と いう 
傾向 が 強い 。 











也 . 分 布 の 成立 


ウス バシ ロ チ ョ ウ の 現在 の 分 布 は , 地質 時 代 に お ける 分 布 の 発展 
し た も の で あり , また その 総決算 と も みる と と が で きる 。 伊豆 半島 
や 富士 火山 の 大 部 分 の 地域 に 分 布 し な い 理 由 は , 現在 の 環境 条件 だ 
け を どん な に 分 析 し て も 説明 する と と が で き な い 。 こ と に K 洪 積 世 以 
後 の 地 史 か ら そ の 分 布 の 成立 を 推論 する と と が 必要 に な っ て くる 。 
洪 積 世 に は いっ て か ら , 現在 の 伊豆 半島 か ら 富士 火山 に か け て の 
地域 で は , 活発 な 火山 活動 が お とこ な われ , 伊豆 半島 北部 に あっ た 広 
い 海 峡 が 埋め 立て られ て , 南 伊豆 の 島 と 月 沢山 塊 と が 陸続き と な 
り , 今日 の 地形 が し だ い に 形 成 さ れ て いっ た 。 と の 時 期 に は , 温暖 
な 間 氷 期 を 間 に は さん で 4 回 の 水 期 が お と ずれ た が , 気候 の は げ し 
い 変化 が , 動植物 の 分 布 に 大 き な 影 響 あ を あたえ て いた も の と 考え ら 
れる 。 

ウス バシ ロ チ ョ ウ が 現在 の 海 丹 付 近 の 曖 地 に まで 分 布 を の ば し て 
いた と み ら れ る 水 期 に は , その 分 布地 域 は ,. 富士 川 以 東 で も , 小 御 
岳 火 山 や 古 富士 火山 な ど に ひろ が っ て いた も の と 推定 され る 。 伊豆 
0 2 グ 2 半島 で は , 侵入 の 入口 が せま く , また 地理 的 に も 周囲 の 地域 か ら 孤 
第 4 図 安倍 川上 流 梅 ケ 島 村 新 田 付近 の 立 し て いる の で , は た し て と の 半島 に 侵入 し た か どう か は 疑問 で あ 




















ウス バシ ロ チ ョ ウ の 棲 息 場 所 る 。 ま た 侵入 し た と し て も , 気候 の 激変 な どの さい の 逃避 場所 に と 芝 


し い の で , 絶滅 し た 可能 性 も 大 きい 。 

水 期 が お わっ て 後 水 期 を むか える と , 現在 より も 平均 気温 が 2 一 3°C も 高い 気候 が し ば らく の 間 文 配 し た 。 小 
御岳 火山 と 十 富 士 火山 の 上 に 現在 の 富士 火山 が 噴火 し , 大 量 の 噴出 物 が これ ら の 火山 の 大 部 分 を お お いか くし て し 
まっ た 。 温 明 な 気候 に よっ て 山 の 高い と と ろ に 分 布地 域 を 移し て いた ウス バシ ロ チ ョ ウ は , と の 新しい 火山 の 噴出 
物 の た め に 絶滅 し た の か も 知れ な い 。 現在 で は , 西側 の 天子 山脈 か ら 富士 火山 へ の あら た な 侵入 が お と な われ つつ 
ある も の と みる と と が で きる 。 

富士 川 以西 で も , と の 蝶 は 最後 の 水 期 (ダル ム 氷 期 ) (に は 海岸 近く の 小さ な 谷 に も 広く 分 布 し て いた も の と 推定 
され る 。 氷 期 が お わっ て 温暖 な 気候 が お と ずれ る と , と の 蝶 は , し だ い に そ の 分 布 を 高い と と ろ に 移し て いっ た 
が , 水源 が 海岸 近く に ある 小さ な 谷 で は , 谷 の 上 に 追い あげ られ て 絶滅 し た 可能 性 が ある 。 嘩 津川 や 太田 川 , ある 
い は 安倍 川 支 流 の 大 原川 や 足 久 保川 に な られ な い の は , と の よう な 事情 に よる の で は な い だ ろ うか 。 

と れ に 反し て , 水源 を 赤 右 山脈 の 深い と と ろ に も つ 川 で は , 気候 が 温暖 化し て も , と の 蝶 は , 谷 沿 いと ずっ と 奥 
深い と と ろ ま で の が れ て いく と こと が で きる 。 富士 川 ・ 究 倍 川 ・ 大 草川 ・ 天 竜川 な どの 水系 広く 分 布 す る の は と の 
た めで あろ う 。 安倍 川 水 系 で は , 云 流 中 河内 川 の 安倍 川合 流 点 に 近い 桂 山 , 大 井川 水系 で は , 支流 伊久美 川 の 大 井 
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井川 合流 点 に 近い 川口 な ど に も 分 布 す る が , こと れ ら の 比較 的 平地 に 近い と と ろ の 棲息 場所 は , 興津 川 や 足 久 保川 な 
ど に くら べ て , 現在 の 環境 条件 だ け か ら み れ ば , 決し て 有利 な と と ろ と は いえ な い 。 し か し , 背後 に 大 分 布地 域 を 
も つこ れ ら の 大 きか な 河川 の 水系 で は , 一 旦 上 流 に 退 い た あと で も , 気候 が 多かれ 少な か れ 寒 冷 化 すれ ば , 桂 山 や 川 
口 の よう な 比較 的 下流 の 地域 に も 分 布 を 回 復 す る と と が で きる の で あろ う 。 

以上 , きわ め て 不 十 分 で は ある が , 分 布 の 成立 に つい て の 仮説 を の べた 。 読者 の ど 批 判 を 期待 する 。 


SUMMARY 


1. In this paper, the distribution of Parnassius glacialis BOTLER (Papilionidae) in Shizuoka Prefe- 
cture and its vicinity, is discussed. 


2. The species is distributed mainly in the mountain-zone west of the Tenshi-Range. 1t has not 
been found in the Izu Peninsula,the most area of Mt, Fuji, and the coastal district of Suruga 
Bay and the Sea Enshu. 


3 The habitats of the species is generally established in deep yalleys always enveloped in a 
fog in summer, 


4. The high temperature in summer, which occurs mainly in the coastal district, may be unfavor- 
able for the estivyation of eggs。 


5. The larva is found on Corydalis incisa PERS. (Papaveraceae) in this area as in many localities 
the other parts of Japan。. 


6. Transition of climate, volcanic activities and other movements of earth's crust through Pleisto- 
cene, must have had great influence upon the establishment of the present distribution. 
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神戸 市 で カバ マダ ラ を 採集 
成 瀬 秀 雄 


鉄道 興味 を も つの で , 東海 道 本 線 を 通る 列車 の 写真 撮影 中 に 飛来 し た も の を 友人 南野 雄二 君 が 発 見 , 筆者 が 帆 
子 で 採集 し た 。 は じ め は ツマ グロ ヒョウ モン \ と 思 つ た が , oo SO 
採集 し て か ら カ バ マ ダラ と 分 り , 何と も いえ ぬ 感 激 を 味 わ 
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第 3 グラ ンド と 国鉄 東海 道 本 線 と の 間 の 草地 
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